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新 聞報道記事

磯
車
に
は
ね
ら
れ
、

会
社
員
が
死
亡

：
港
北
区
の
市
道
・
横
断
中
は
ね
ら
れ
死
亡
、
横
浜
で
酬
歳
男
性
が
車
に

、
必
日
王
副
２
時
弱
含
」
ろ
、
“
“
恥
は
ね
ら
れ
死
亡
ｕ
日
午
前
２

Ｍ
日
午
前
３
時
頃
、
横
浜
市
砂
ノ
：
時
弱
分
ご
ろ
、
横
浜
市
港
北
区

港
北
区
新
横
浜
の
市
道
で
、
歩

撒
横
垂
巾
港
北
区
新
横
浜
２
丁
目

リ
蕊
謹
拍
鐙
伽
陰
免
譲
馴
蕊
肺
悪
徳
維
鵠
騨
髄
蕊
釧
悪
ぞ

浜
市
港
北
区
小
机
町
、
会
社
員
一
・
盤
の
会
社
亘
具
笠
原
英
樹
さ
ん
．

ｖ
措
漠
市
港
北
区
小
机
町
、
会
社

員
石
誓
ん
（
遇
の
軽
雷
石
坂
学
さ
ん
（
重
用
雲
ｉ
；
謹
罰
窪
胤
Ⅸ
瀧
篭
↓

舵
識
蕊
嶺
窪
霊
》

は
ね
ら
れ
、
・
全
身
を
強
く
打
つ
．

は
ね
ら
れ
た
。
笠
原
さ
ん
は
柵

』
犀
雌
職
訓
護
鯛
仙
壷

て
道
路
を
横
断
中
だ
っ
た
ｐ
現
・
・

る
と
、
現
場
は
片
側
３
車
線
の

場
は
中
央
分
離
帯
が
あ
る
片
側

直
線
路
。
同
署
で
事
故
原
閃
淫

‐
原
さ
ん
は
横
断
歩
道
が
な
い
場
・
・
３
車
線
の
直
線
道
路
で
、
横
断

調
べ
る
。
・

所
を
徒
歩
で
横
断
し
よ
う
と
し

歩
道
は
な
か
っ
た
。

た
際
、
左
か
ら
直
進
し
て
き
た
．

⑳
軽
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
た
。

（
報
道
蓮

“
蕊
巽
溌
．

港
北
区
新
横
浜
の
市
道
禿

い
て
い
た
鎌
倉
市
常
盤
、

員
笠
原
英
樹
さ
ん
（
珊
幕

浜
市
港
北
区
小
机
町
、
《

石
坂
学
さ
ん
（
岨
）
の
乗
南

は
ね
ら
れ
、
・
全
身
を
強
含

て
死
亡
し
た
。
港
北
署
（

に
よ
る
と
、
笠
原
さ
ん
拝

て
道
路
を
横
断
中
だ
三

場
は
中
央
分
離
帯
が
あ
室

３
車
線
の
直
線
道
路
で
、

歩
道
は
な
か
っ
た
。
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